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は
じ
め
に

明
代
の
小
説
『
封
神
演
義
』
の
現
存
最
古
の
版
本
は
、
日
本
の
内
閣
文
庫
（
国
立
公
文
書
館
）
に
蔵
さ
れ
る
金
閶
舒
氏
刊
本
（
以
下

「
舒
本
」
と
呼
称
）
で
あ
る
。
該
本
は
『
古
本
小
説
集
成
』
第
四
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に
影
印
が
収
め
ら
れ
る（

１
）ほ

か
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https://w

w
w.digital.archives.go.jp/

）
に
お
い
て
も
鮮
明
な
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ

れ
て
お
り
、
比
較
的
容
易
に
そ
の
本
文
や
図
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
整
備
に
よ
っ
て
、
国
内
外
を
問
わ
ず
舒

本
を
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
二
〇
一
七
~
二
〇
一
八
年
に
は
こ
れ
を
底
本
と
し
た
日
本
語
完
訳
も
刊
行
さ
れ
た（

２
）。

舒
本
は
現
存
最
古
と
い
う
点
で
間
違
い
な
く
重
要
な
版
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
該
本
は
中
国
に
お
い
て
伝
存
し
な
か
っ
た
。
日
本
へ
舶

載
さ
れ
江
戸
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
に
収
め
ら
れ
な
け
れ
ば
失
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
通
行
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る「
四
雪
草
堂

本（
３
）」
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。「
四
雪
草
堂
」
は
明
末
清
初
の
文
人
褚
人
獲
（
一
六
三
五
~
？（
４
））
の
室
名
で
あ
る
。
康
熙
三
十

四
年
（
一
六
九
五
）
の
褚
人
獲
序
を
有
す
る
（
お
よ
び
封
面
に
「
四
雪
草
堂
本
訂
証
」
と
記
す
）
版
本
が
、
一
般
に
「
四
雪
草
堂
本
」
や

「
四
雪
草
堂
刊
本
」、「
四
雪
草
堂
訂
正
本
」
な
ど
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
尾
崎
勤
氏
に
よ
れ
ば
「
管
見
の
限
り
で
は
清
刻
の
す
べ
て

の
繁
本
と
一
部
の
簡
本
が
彼
（
筆
者
注
:
褚
人
獲
）の
序
を
有
す
る（

５
）」
と
い
う
。
ま
た
一
九
五
五
年
に
作
家
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
排

印
本
も「
比
較
的
整
っ
て
い
る
清
初
の
四
雪
草
堂
刊
本
を
底
本
と
し
た
」
旨
を
述
べ
て
い
る（

６
）。
つ
ま
り
清
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
読
み

継
が
れ
て
き
た
『
封
神
演
義
』
は
、
す
な
わ
ち
「
四
雪
草
堂
本
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
小
説
の
宗
教
や
文
化
に
与
え
た
影
響
を
考
え

岩　

崎　

華
奈
子

『
封
神
演
義
』
四
雪
草
堂
系
版
本
三
種
に
つ
い
て

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号

130



れ
ば
、
普
及
を
担
っ
た
本
テ
キ
ス
ト
群
の
意
義
は
大
き
い
。

た
だ
し
、
そ
の
中
に
は
刊
行
時
期
だ
け
で
な
く
、
巻
数
や
行
款
、
寸

法
、
挿
図
の
種
類
な
ど
の
異
な
る
多
様
な
版
本
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本

文
の
繁
簡
す
ら
内
包
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
比
較
的
早
期
に

刊
行
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
、
文
繁
本
の
「
四
雪
草
堂
本
」
を
三
種
取

り
上
げ
、
本
文
校
勘
を
通
し
て
各
本
の
特
徴
や
関
係
性
に
つ
い
て
考
察

を
行
う
。「
四
雪
草
堂
本
」
と
い
う
通
称
で
一
括
さ
れ
る
版
本
群
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
長
期
間
・
広
範
囲
に
流
布
し
た
『
封
神
演
義
』
テ
キ

ス
ト
の
源
流
を
探
る
手
掛
か
り
を
得
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
全
百
回
の
う
ち
第
一
~
五
十
回
を
対
象
と
し
た
（
理

由
は
後
述
）。
全
体
の
半
分
に
当
た
る
経
過
報
告
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら

か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

一　
『
封
神
演
義
』
文
繁
本
の
分
類

本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
、『
封
神
演
義
』
の
版
本
の
種
類
と
所
在
を

最
も
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
の
は
、
中
塚
亮
「
封
神
演
義
の
版
本
に
つ

い
て（

７
）」（
以
下
「
中
塚
氏
資
料
」
と
呼
称
）
で
あ
ろ
う
。
大
塚
秀
高
『
増
補
中
国
通
俗
小
説
書
目
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
や
尾

崎
勤
「『
封
神
演
義
』
の
簡
本
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
五
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
そ
の
他
の
諸
先
行
研
究
を
総
合
し
、
各
版
本
を
、

巻
数
・
本
文
の
繁
簡
・
図
像
の
種
類
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
分
類
・
リ
ス
ト
化
し
た
資
料
で
あ
る
。
行
款
や
寸
法
な
ど
の
情
報
は
省

略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
版
本
の
種
類
と
所
蔵
場
所
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
木
版
本
の
み
を
対
象
と
し
、
さ
ら

に
簡
略
に
ま
と
め
た
の
が
【
表
１
】
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
文
簡
本
や
袖
珍
本
、
場
面
図
で
は
な
く
人
物
図
を
掲
載
す
る
と
い
っ
た
後

【
表
１
】『
封
神
演
義
』
の
木
版
本

（
中
塚
亮
「
封
神
演
義
の
版
本
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
作
製
）

分
類
名

繁
／
簡

図
像
の
種
類

そ
の
他
の
情
報

二
十
巻
本
Ａ
①

繁

場
面

「
舒
本
」

二
十
巻
本
Ａ
②

繁

場
面

「
影
舒
本
」

二
十
巻
本
Ｂ

繁

場
面

袖
珍
本

不
分
巻
本

繁

場
面

十
九
巻
本
①

繁

場
面

原
刻
本

十
九
巻
本
②

繁

人
物

重
刻
本

二
十
一
巻
本

不
明

不
明

巻
数
不
明

不
明

不
明

十
巻
本
Ａ

簡

上
図
下
文

無
窮
会
織
田
文
庫
蔵

十
巻
本
Ｂ

簡

場
面

十
巻
本
Ｃ

簡

人
物

八
巻
本
Ａ

簡

場
面

八
巻
本
Ｂ

簡

人
物

八
巻
本
Ｃ

不
明

不
明

『
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出
の
版
本
の
特
徴
を
持
つ
も
の
や
、
明
ら
か
な
後
印
本
・
重
刊
本
な
ど
を
除
外
す
る
と
、
二
十
巻
本
Ａ
①
、
二
十
巻
本
Ａ
②
、
不
分
巻

本
、
十
九
巻
本
①
が
残
る
。
こ
の
う
ち
明
刊
と
さ
れ
る
舒
本
以
外
の
三
種
が
、
比
較
的
早
期
の
清
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
次
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
（︹ 

︺
内
は
本
稿
に
お
け
る
呼
称
）。

二
十
巻
本
Ａ
①
―
内
閣
文
庫
蔵
金
閶
舒
氏
刊
本
〔
舒
本
〕

十
行
二
十
字
。
封
面
右
欄
に
「
批
評
全
像
武
王
伐
紂
外
史
」、
中
央
に
「
封
神
演
義
」
と
題
し
、
左
欄
に
「
金
閶
書
坊
舒
冲
甫
識
」
と

署
す
る
識
語
が
あ
る
。
李
雲
翔
序
。
図
像
は
五
十
葉
百
幅
、
図
題
を
匡
郭
内
に
記
す
。
巻
二
巻
頭
に
「
鍾
山
逸
叟
許
仲
琳
編
輯
／
金
閶

載
陽
舒
文
淵
梓
行
」
と
あ
る
。
本
文
対
比
の
際
は
「
舒
」
と
略
称
す
る
。

二
十
巻
本
Ａ
②
―
フ
ラ
ン
ス
国
家
図
書
館
蔵
本（
８
）〔

清
籟
閣
本
〕

十
行
二
十
字
。
封
面
の
匡
郭
上
に
「
四
雪
草
堂
訂
証
」
と
横
書
し
、
匡
郭
内
右
に
「
鍾
伯
敬
先
生
原
本
」、
中
央
に
「
封
神
演
義
」、

左
下
に
「
清
籟
閣
藏
板
」
と
あ
る
。
康
熙
三
十
四
年
（
一
六
九
五
）
の
褚
人
獲
序
の
後
に
「
封
神
演
義
原
序
」
と
題
す
る
周
之
標
序
を

掲
載（
９
）。

図
像
は
舒
本
と
同
じ
五
十
葉
百
幅
だ
が
、
図
題
は
匡
郭
外
に
記
し
、
ま
た
九
葉
裏
に
「
葑
谿
馬
良
御
鐫
」、
四
十
三
葉
表
に
「
康

熙
甲
戌
年
壬
申
月
葑
谿
馬
良
御
鐫
」
と
刻
す
。
全
体
的
に
舒
本
と
酷
似
す
る
が
、
舒
本
巻
二
巻
頭
の
「
金
閶
載
陽
舒
文
淵
梓
行
」
を
「
竟

陵
伯
敬
鍾
惺
批
評
」
に
作
る
。
本
文
対
比
の
際
は
「
清
」
と
略
称
す
る
。

不
分
巻
本
―
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
蔵
本）
（1
（

〔
本
衙
蔵
板
本
〕

十
行
二
十
二
字
。
封
面
の
匡
郭
上
に
「
四
雪
草
堂
訂
証
」
と
横
書
し
、
匡
郭
内
右
に
「
鍾
伯
敬
先
生
原
本
」、
中
央
に
「
封
神
演
義
」、

左
下
に
「
本
衙
藏
板
」
と
あ
る
。
褚
人
獲
序
お
よ
び
周
之
標
「
封
神
演
義
原
序
」
を
掲
載
。
図
像
は
五
十
葉
百
幅
、
図
題
の
位
置
や
画

工
記
名
は
清
籟
閣
本
と
同
様
。
本
文
対
比
の
際
は
「
衙
」
と
略
称
す
る
。

十
九
巻
本
―
九
州
大
学
附
属
図
書
館
浜
文
庫
蔵
本
〔
浜
文
庫
本
〕

十
一
行
二
十
四
字
。
封
面
の
匡
郭
上
に
「
四
雪
草
堂
訂
証
」
と
横
書
し
、
匡
郭
内
右
に
「
鍾
伯
敬
先
生
原
本
」、
中
央
に
「
封
神
演

義
」
と
あ
る
（
左
下
は
空
欄
）。
褚
人
獲
序
。
図
像
は
五
十
葉
百
幅
、
図
題
の
位
置
や
画
工
記
名
は
清
籟
閣
本
と
同
様
。
本
文
の
版
心
下

段
に
「
四
雪
草
堂
」
と
刻
す
る
が
、
第
五
十
一
回
以
降
は
空
欄
に
な
っ
て
い
る
。
本
文
対
比
の
際
は
「
浜
」
と
略
称
す
る
。

【
表
２
】
に
各
本
の
書
誌
情
報
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
（
舒
本
以
外
の
三
本
を
「
四
雪
草
堂
系
諸
本
」
と
総
称
す
る
）。
い
ず
れ
の
版
本
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に
も
刊
行
年
の
記
載
は
な
い
。
た
だ
し
四
雪
草
堂
系
諸
本
は
康
熙
三
十
四
年
の
褚
人
獲
序
の
ほ
か
、
図
像
に
見
え
る
「
康
熙
甲
戌
年
壬

申
月
」
か
ら
、
康
熙
三
十
三
年
（
一
六
九
四
）
の
陰
暦
九
月
以
降
の
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
四
雪
草
堂
系
諸
本
の
封
面

は
、
版
面
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
清
籟
閣
本
の
み
だ
が
【
書
影
】
を
掲
載
す
る）

（（
（

。

二　

四
雪
草
堂
系
諸
本
の
問
題
点

清
籟
閣
本
は
舒
本
と
極
め
て
よ
く
似
た
版
面
を
も
つ
。
中
塚
氏
資
料
や
、
そ
れ
が
基
づ
い
た
尾
崎
氏
の
前
掲
論
文
は
こ
れ
を
「
影
舒

本
」
と
称
し
、
舒
本
の
覆
刻
と
見
な
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
舒
本
に
版
木
の
断
裂
痕
が
あ
る
箇
所
は
、
清
籟
閣
本
に
お
い
て
も
字
間
が

や
や
開
い
て
い
る
な
ど
、
舒
本
を
版
下
に
使
用
し
て
か
ぶ
せ
彫
り
を
行
っ
た
と
思
し
い
形
跡
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
舒
本
の
完

全
な
コ
ピ
ー
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
少
な
か
ら
ぬ
箇
所
で
文
字
に
修
改
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

序
文
に
着
目
す
れ
ば
、
清
籟
閣
本
と
本
衙
蔵
板
本
が
、
褚
人
獲
序
の
後
に
周
之
標
序
を
「
封
神
演
義
原
序

4

4

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。

【
表
２
】
舒
本
お
よ
び
清
初
刊
四
雪
草
堂
系
諸
本
の
書
誌

【
書
影
】
清
籟
閣
本
封
面

中
塚
氏
資
料
に

お
け
る
分
類
名
本
稿
の
呼
称

行
款

図
像

序
文

二
十
巻
本
Ａ
①

舒
本

十
行
二
十
字

五
十
葉
百
幅

李
雲
翔
序

二
十
巻
本
Ａ
②

清
籟
閣
本

十
行
二
十
字

五
十
葉
百
幅
、

画
工
記
名
あ
り

康
熙
三
十
四
年

褚
人
獲
序
、

周
之
標
原
序

不
分
巻
本

本
衙
蔵
板
本
十
行
二
十
二
字

五
十
葉
百
幅
、

画
工
記
名
あ
り

康
熙
三
十
四
年

褚
人
獲
序
、

周
之
標
原
序

十
九
巻
本
①

浜
文
庫
本

十
一
行
二
十
四
字
五
十
葉
百
幅
、

画
工
記
名
あ
り

康
熙
三
十
四
年

褚
人
獲
序
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以
下
同
）
と
題
し
て
掲
載
す
る
共
通
点
を
持
つ
。
本
衙
蔵
板
本
は
「
衙
」
が
役
所
を
意
味
す
る
た
め
官
刻
か
と
疑
い
た
く
な
る
が
、
実

は
こ
の
「
衙
」
に
官
署
の
意
味
は
な
い
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、「
本
衙
蔵
板
」
と
掲
げ
る
版
本
は
明
万
暦
~
清
光
緒
間
の
刊
本
に
見
ら

れ
、
官
刻
・
家
刻
・
坊
刻
い
ず
れ
の
可
能
性
も
あ
り
、
か
つ
大
半
が
家
刻
か
坊
刻
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る）

（1
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え

れ
ば
、『
封
神
演
義
』
本
衙
蔵
板
本
は
家
刻
=
褚
人
獲
刊
本
と
い
う
可
能
性
も
浮
上
す
る
。

浜
文
庫
本
は
先
述
の
通
り
版
心
下
段
に
「
四
雪
草
堂
」
と
刻
す
る
。
版
心
下
段
の
文
字
は
一
般
に
刊
刻
者
名
と
見
な
さ
れ
る
。
大
塚

氏
『
増
補
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
が
該
本
（
十
九
巻
本
）
を
「
四
雪
草
堂
原
？
刊
本
」
と
す
る
の
も
こ
れ
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
褚
人
獲

の
編
纂
し
た
章
回
小
説
『
隋
唐
演
義
』
に
も
、
同
じ
く
版
心
下
段
に
「
四
雪
草
堂
」
と
刻
す
る
版
本
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
隋
唐
演
義
』

は
褚
人
獲
序
の
後
に
「
隋
唐
演
義
原
序

4

4

」
と
題
す
る
林
瀚
の
序
を
掲
載
す
る
が）

（1
（

、『
封
神
演
義
』
浜
文
庫
本
に
は
褚
人
獲
序
し
か
な
い
。

褚
人
獲
序
と
と
も
に
周
之
標
「
封
神
演
義
原
序

4

4

」
を
載
せ
る
清
籟
閣
本
や
本
衙
蔵
板
本
の
方
が
、
こ
の
『
隋
唐
演
義
』
の
構
成
に
近
い

と
言
え
る
。

書
誌
情
報
の
み
を
た
よ
り
に
、
版
本
の
特
徴
や
継
承
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
一
層
の
解
明
を
目
指
す
な
ら
ば
、

や
は
り
本
文
の
校
勘
が
必
要
で
あ
る
。

三　

各
本
の
特
徴
と
関
係
性

今
回
、
舒
本
と
清
籟
閣
本
・
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
に
つ
い
て
、
第
一
~
五
十
回
の
校
勘
を
実
施
し
た
。
第
一
章
で
述
べ
た
と
お

り
、
浜
文
庫
本
の
版
心
下
段
に
「
四
雪
草
堂
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
第
五
十
回
ま
で
で
あ
る
。
第
五
十
一
回
以
降
も
、
行
款
や
刻
字

に
大
き
な
差
違
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
異
版
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
検
討
範
囲
か
ら
除
外
し
た
。

そ
も
そ
も
、『
封
神
演
義
』
に
は
版
本
間
で
ほ
と
ん
ど
差
違
が
な
い
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。
確
か
に
『
三
国
志
演
義
』
や
『
水
滸
伝
』

の
よ
う
な
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
関
わ
る
ほ
ど
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
（
文
繁
本
・
文
簡
本
の
違
い
は
措
く
）。
し
か
し
、
一
つ
一
つ
の

文
字
に
着
目
す
れ
ば
、
舒
本
と
他
本
の
間
に
は
、
微
細
と
は
言
え
数
多
の
異
同
が
あ
る
。
し
か
も
版
本
ご
と
に
一
定
の
特
徴
や
傾
向
が

窺
わ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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先
に
舒
本
と
四
雪
草
堂
系
諸
本
の
差
違
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
異
同
の
多
寡
に
つ
い
て
は
、
浜
文
庫
本
が
最
も
多
く
、
本
衙

蔵
板
本
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
清
籟
閣
本
が
最
も
少
な
い
。
清
籟
閣
本
は
お
そ
ら
く
舒
本
を
版
下
に
用
い
て
い
る
た
め
に
、
字
数
の
増
減
を

要
す
る
修
正
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
ま
た
舒
本
の
誤
字
・
俗
字
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
箇
所
も
多
い
。
本
衙
蔵
板
本
と
浜
文
庫
本
は
、
舒

本
と
の
異
同
が
両
本
間
で
一
致
す
る
こ
と
が
多
く
、
本
文
や
回
末
批
評
の
一
部
を
削
減
す
る
こ
と
も
あ
る
。

以
下
に
異
同
の
様
相
を
例
を
挙
げ
て
確
認
し
て
い
き
た
い
（
断
り
の
な
い
限
り
、
傍
線
・
傍
点
や
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。（
）
内
は

舒
本
の
該
当
箇
所
）。

（
一
）
四
雪
草
堂
系
諸
本
の
修
訂
例

ま
ず
、
代
表
的
な
修
訂
の
例
を
挙
げ
る
。

例
１　

第
二
回
（
巻
一
16
ｂ
Ｌ
４
）

　
　

舒　

:
叫
左
右
、「
取
文
方
四
寶
來
、
題
詩
在
午
門
牆
上
、
以
表
我
不
不
朝
商
之
意
。」

　
　

清　

:
叫
左
右
、「
取
文
房
四
寶
來
、
題
詩
在
午
門
牆
上
、
以
表
我
不
不
朝
商
之
意
。」

　

衙
・
浜
:
叫
左
右
、「
取
文
房
四
寶
來
、
題
詩
在
午
門
牆
上
、
以
表
我
永
不
朝
商
之
意
。」

冀
州
侯
の
蘇
護
が
、
殷
へ
の
反
意
を
表
す
詩
を
午
門
に
書
き
付
け
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
は
舒
本
の

「
文
方
」
を
「
文
房
」
に
、「
不
不
」
を
「
永
不
」
に
改
め
る
。
清
籟
閣
本
も
「
文
房
」
に
修
正
す
る
が
、「
不
」
の
衍
字
は
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
誤
字
・
俗
字
・
音
通
字
の
訂
正
は
各
所
で
見
ら
れ
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
四
雪
草
堂
系
諸
本
の
間
で
同
じ
修
訂
を
行
っ
て

い
る
箇
所
も
多
い
。
が
、
お
お
む
ね
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
の
方
が
よ
り
徹
底
し
て
お
り
、
清
籟
閣
本
は
遺
漏
も
少
な
く
な
い
。

次
の
例
は
、
司
天
台
（
天
文
官
）
の
杜
元
銑
が
紂
王
に
提
出
し
た
、
好
色
を
戒
め
、
朝
政
に
励
む
よ
う
諫
め
る
上
奏
文
で
あ
る
。

例
２　

第
六
回
（
巻
二
４
ｂ
Ｌ
２
~
４
）

　
　

舒　

:
陛
下
貪
戀
美
色
、
日
夕
歡
娛
、
君
臣
不
會
、
如
雲
蔽
日
。
何
日
得
賡覩　

歌
喜
起
之
隆
、
再
見
太
平
天
日
也
。

　
　

清　

:
陛
下
貪
戀
美
色
、
日
夕
歡
娛
、
君
臣
不
會
、
如
雲
蔽
日
。
何
日
得
覩賡　

歌
喜
起
之
隆
、
再
見
太
平
天
日
也
。
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衙
・
浜
:
陛
下
貪
戀
美
色
、
日
夕
歡
娛
、
君
臣
不
會
、
如
雲
蘇
日
。
何
日
得
覩
賡
歌
喜
起
之
隆
、
再
見
太
平
天
日
也
。

舒
本
に
小
字
双
行
で
「
賡
覩
」
と
作
る
箇
所
を
、
他
本
で
は
「
覩
賡
」
に
改
め
る
。「
覩
」
は
見
る
、「
賡
」
は
続
け
る
の
意
で
、「
何

日
得
覩
賡
歌
喜
起
之
隆
、
再
見
太
平
天
日
也
（
何
れ
の
日
か
賡つ

ぎ
て
喜
起
を
歌
う
こ
と
の
隆
ん
な
る
を
覩み

、
再
び
太
平
の
天
日
に
見
ゆ

る
を
得
ん
や
）」
が
正
し
い
語
順
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
『
尚
書
』
虞
書
「
益
稷
」
を
出
典
と
す
る
。
帝
舜
の
「
股
肱
喜4

哉
、
元
首
起4

哉
、
百
工
熙
哉
」
と
い
う
歌
に
、
皋
陶
が
「
乃
賡
載
歌
（
乃
ち
賡つ

ぎ
て
歌
を
載
し
︹
=
唱
和
し
︺）」、「
元
首
明
哉
、
股
肱
良
哉
、
庶
事

康
哉
」
と
歌
っ
た
、
と
い
う
記
述
に
基
づ
き
、
紂
王
に
君
臣
間
の
協
和
を
求
め
る
表
現
で
あ
る
。
舒
本
は
お
そ
ら
く
元
々
「
賡
覩
」
二

字
の
い
ず
れ
か
を
脱
し
て
お
り
、
そ
れ
を
小
字
双
行
に
よ
っ
て
補
刻
し
た
が
、
そ
の
際
文
字
の
左
右
を
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
つ
ま
り

舒
本
も
初
刻
本
で
は
な
い
）。
こ
れ
を
版
下
に
用
い
た
清
籟
閣
本
は
、
小
字
双
行
の
ま
ま
左
右
を
入
れ
替
え
る
と
い
う
細
か
な
修
正
を
施

す
。
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
は
正
し
い
語
順
で
刻
す
る
が
、
そ
の
前
に
あ
る
「
如
雲
蔽
日
」
を
「
如
雲
蘇
日
」
に
誤
る
と
い
う
不
可

解
な
ミ
ス
を
両
本
と
も
に
犯
し
て
い
る
。

小
字
双
行
の
処
理
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

例
３　

第
三
十
三
回
又
批
（
巻
七
34
ａ
Ｌ
５
）

　

舒
:
余
化
倚
左
道
之
術
、
傍
若
無
人
、
以
爲
無
出
其右
。

　

清
:
余
化
倚
左
道
之
術
、
傍
若
無
人
、
以
爲
無
出
其■
。

　

衙
:
余
化
倚
左
道
之
術
、
傍
若
無
人
、
以
爲
無
出
其下
。

　

浜
:
余
化
倚
左
道
之
術
、
傍
若
無
人
、
以
爲
無
出
其
下
。

余
化
は
汜
水
関
を
守
る
韓
栄
の
配
下
の
術
士
で
、
第
三
十
三
回
で
は
周
に
帰
順
す
る
た
め
関
を
抜
け
よ
う
と
す
る
黄
飛
虎
一
家
を
、

戮
魂
旛
と
い
う
宝
物
で
次
々
と
捕
ら
え
る
。
舒
本
が
小
字
双
行
で
「
其
右
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
、
本
衙
蔵
板
本
は
同
じ
く
小
字
双
行
だ

が
「
其
下
」
に
作
り
、
浜
文
庫
本
は
双
行
に
せ
ず
「
其
下
」
に
作
る
。
舒
本
の
場
合
、「
以
爲
無
出
其
右
（
以
為
え
ら
く
其
の
右
に
出
る

も
の
無
し
）」
と
い
う
句
の
主
格
は
お
そ
ら
く
「
余
化
」
で
、
文
全
体
と
し
て
は
「
余
化
は
左
道
の
術
を
頼
み
に
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る

舞
い
、
方
術
で
自
分
を
上
回
る
者
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
し
か
し
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
の
場
合
、

「
以
爲
無
出
其
下
（
以
為
え
ら
く
其
の
下
に
出
る
も
の
無
し
）」
は
評
者
の
感
想
で
あ
り
、
文
全
体
の
意
味
は
「
余
化
は
左
道
の
術
を
頼
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み
に
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
っ
て
い
る
、
思
う
に
彼
よ
り
下
劣
な
者
は
い
な
い
」
と
な
る
。「
傍
若
無
人
」
の
語
は
評
者
か
ら
見
た
余

化
評
で
あ
る
か
ら
、「
以
爲
」
以
下
も
余
化
の
自
己
評
価
で
は
な
く
評
者
に
よ
る
批
評
で
あ
る
方
が
、
文
脈
上
の
違
和
感
は
少
な
い
。
清

籟
閣
本
の
墨
格
は
、
舒
本
の
「
右
」
を
「
下
」
に
改
め
よ
う
と
埋
木
し
た
も
の
の
刻
字
を
漏
ら
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

文
脈
の
整
合
性
や
文
意
に
関
わ
る
修
正
と
し
て
、
次
の
例
も
見
て
み
た
い
。

例
４　

第
四
十
二
回
（
巻
九
16
ｂ
Ｌ
10
~
17
ａ
Ｌ
３
）

　

舒
・
清
:
鄧
忠
等
四
將
咲
曰
、「
太
師
差
矣
。
︙
︙
」
太
師
亦
大
咲
不
語
。

　
　

衙　

:
鄧
忠
等
四
將
咲
曰
、「
太
師
差
矣
。
︙
︙
」
太
師
亦
不
笑
不
語
。

　
　

浜　

:
鄧
忠
等
四
將
笑
曰
、「
太
師
差
矣
。
︙
︙
」
太
師
亦
不
咲
不
語
。

殷
の
太
師
で
あ
り
道
士
で
も
あ
る
聞
仲
は
、
周
征
伐
の
た
め
に
進
軍
す
る
途
中
、「
絶
竜
嶺
」
に
差
し
掛
か
る
。
か
つ
て
師
よ
り
生
涯

「
絶
」
の
字
を
避
け
る
よ
う
言
い
つ
け
ら
れ
て
い
た
聞
仲
は
、
不
吉
を
感
じ
足
を
止
め
た
。
理
由
を
聞
い
た
配
下
の
鄧
忠
ら
は
、
気
に
す

る
必
要
な
ど
な
い
と
笑
い
飛
ば
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
聞
仲
の
反
応
が
「
大
咲
」
か
「
不
咲
（
笑
）」
か
、
版
本
に
よ
っ
て
全
く
逆
に
な
っ

て
い
る
。
前
に
「
亦
」
字
が
あ
る
か
ら
、
聞
仲
は
鄧
忠
ら
と
共
に

4

4

笑
い
飛
ば
し
た
は
ず
で
、
舒
本
・
清
籟
閣
本
の
「
大
咲
」
が
適
切
で

あ
る
。
し
か
し
「
不
語
」
と
続
く
と
こ
ろ
に
含
み
が
あ
る
。
聞
仲
は
不
安
を
拭
い
き
れ
な
か
っ
た
が
、
軍
の
士
気
に
関
わ
る
と
考
え
、

部
下
に
合
わ
せ
て
大
笑
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
舒
本
と
清
籟
閣
本
の
作
る
「
大
咲
不
語
」
は
、
こ
の
よ
う
に
聞
仲
の
心
理
を
描
写
し
つ
つ
、

不
穏
な
印
象
を
残
す
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
が
こ
れ
を
「
不
咲
（
笑
）
不
語
」
と
し
た
の
は
、
生
真
面
目
な

聞
仲
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
意
識
し
て
の
こ
と
か
、
あ
る
い
は
こ
の
場
面
の
伏
線
と
し
て
の
機
能
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
（
後
に
聞
仲
は
こ
の
「
絶
竜
嶺
」
で
絶
命
す
る
）。

も
う
一
例
見
て
み
よ
う
。
第
四
十
四
回
、
道
士
姚
天
君
の
呪
術
に
よ
り
姜
子
牙
は
魂
魄
を
抜
か
れ
人
事
不
省
と
な
る
。
そ
こ
へ
仙
人

赤
精
子
が
救
援
に
や
っ
て
来
て
、
周
の
武
王
と
謁
見
す
る
。

例
５　

第
四
十
四
回
（
巻
九
49
ｂ
Ｌ
10
、
圏
点
は
原
文
マ
マ
）

　

舒
・
清
:
武
王
親
自
出
迎
。
赤
精
子
至
銀
安
殿
。
赤
精
子
對
武
王
打
個
稽
首
。

　
　

衙　

:
武
王
親
自
出
迎
。
赤
精
子
至
銀
安
殿
。　
　
　

對
武
王
打
個
稽
首
。
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浜　

:
武
王
親
自
出
迎
。
赤
精
子
至
銀
安
殿　
　
　
　

對
武
王
打
個
稽
首
。

舒
本
・
清
籟
閣
本
で
は
「
武
王
は
自
ら
出
迎
え
た
。
赤
精
子
は
銀
安
殿
に
や
っ
て
き
た
。
赤
精
子
は
武
王
に
稽
首
し
た
」
と
、
短
文

が
連
続
し
、
主
語
「
赤
精
子
」
が
重
ね
て
現
れ
る
。
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
文
章
で
あ
る
。
本
衙
蔵
板
本
と
浜
文
庫
本
は

二
度
目
の
「
赤
精
子
」
を
削
除
し
、「
赤
精
子
至
銀
安
殿
」
と
「
對
武
王
打
個
稽
首
」
を
ま
と
め
て
一
文
に
し
て
い
る
。
浜
文
庫
本
で
は

さ
ら
に
「
銀
安
殿
」
後
の
圏
点
を
も
削
除
し
、
一
続
き
の
文
章
と
し
て
よ
り
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

以
上
は
四
雪
草
堂
系
諸
本
が
よ
り
良
い
テ
キ
ス
ト
を
目
指
し
た
修
訂
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
に
は
以
下
の
よ
う
な
不
適
切
な
改

変
と
言
う
べ
き
所
も
あ
る
。

例
６　

第
一
回
（
巻
一
４
ａ
Ｌ
８
~
10
）

　
　
　

舒　
　

: 

瑞
靄
紛
紜
、
金
鸞
殿
上
坐
君
王
。
祥
光
繚
繞
、
白
玉
階
前
列
文
武
。
沈
檀
靉
靆
噴
金
爐
、
則
見
那
珠
簾
高
捲
。
蘭

麝
氤
氳
籠
寶
扇
、
且
看
他
雉
尾
低
回
。

　

清
・
衙
・
浜
: 

瑞
靄
紛
紜
、
金
鸞
殿
上
坐
君
王
。
祥
光
繚
繞
、
白
玉
階
前
列
文
武
。
沈
檀
八
百
噴
金
爐
、
則
見
那
珠
簾
高
捲
。
蘭

麝
氤
氳
籠
寶
扇
、
且
看
他
雉
尾
低
回
。（
清
・
衙
、「
鸞
」
を
「
鸾
」
に
、「
爐
」
を
「
炉
」
に
作
る
。）

紂
王
の
朝
見
を
描
写
し
た
美
文
で
、
舒
本
の
「
靉
靆
」
を
四
雪
草
堂
系
諸
本
は
「
八
百
」
に
作
る
。「
靉
靆
」
は
雲
の
た
な
び
く
さ
ま

を
表
す
語
で
、「
沈
檀
（
沈
香
と
白
檀
）」
の
煙
が
金
の
香
炉
よ
り
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立
ち
上
る
形
容
と
し
て
、
ま
た
「
蘭
麝
氤
氳
」
と
の
対

と
し
て
も
相
応
し
い
。
一
方
、
四
雪
草
堂
系
諸
本
の
「
八
百
」
は
、
香
炉
よ
り
煙
が
「
幾
筋
も
」
沸
き
立
つ
描
写
と
し
て
意
味
は
通
じ

る
も
の
の
、
明
ら
か
に
舒
本
に
比
べ
典
雅
さ
に
欠
け
る
。

な
お
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
美
文
が
、『
皇
明
英
武
伝
』
第
一
則
や
、『
全
漢
志
伝
』
巻
四
に
見
え
る
。

　

 

瑞
靄
齊
分
、
君
王
端
坐
金
鑾
殿
。
祥
雲
繚
繞
、
文
武
起
蹌
白
玉
階
。
高
捲
朱
簾
、
寶
鼎
沉
檀
香
靉
靆
。
低
回
雉
扇
、
玉
爐
蘭
麝
氣

氤
氳
。（『
皇
明
英
武
伝
』
第
一
則
、『
全
漢
志
伝
』
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文）
（1
（

）

『
封
神
演
義
』
舒
本
の
美
文
と
語
順
こ
そ
異
な
る
も
の
の
使
用
語
彙
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。『
全
漢
志
伝
』
は
万
暦
十
六
年
（
一
五

八
八
）、『
皇
明
英
武
伝
』
は
万
暦
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
刊
本
が
現
存
し
て
お
り）

（1
（

、
こ
れ
に
鑑
み
れ
ば
舒
本
の
美
文
も
万
暦
年
間
の

早
期
に
成
立
し
た
可
能
性
が
考
え
得
る
。『
封
神
演
義
』
本
文
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
上
で
も
重
要
な
箇
所
と
言
え
よ
う）

（1
（

。
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も
う
ひ
と
つ
情
景
描
写
の
例
を
挙
げ
た
い
。
第
二
十
六
回
、
紂
王
と
妲
己
が
雪
見
を
し
て
い
る
場
面
で
、
降
り
積
も
る
雪
を
描
く
美

文
の
後
、
次
の
韻
文
が
続
く
。

例
７　

第
二
十
六
回
（
巻
六
２
ａ
Ｌ
７
~
10
）

　

舒
・
清
: 
凜
凜
寒
威
霧
氣
棼
、
國
家
祥
瑞
落
紛
紜
。
須
臾
四
野
唯
分
變
、
頃
刻
千
山
盡
是
雲
。
銀
世
界
、
玉
乾
坤
、
空
中
隱
躍
自

爲
羣
。
此
雪
若
到
三
更
後
、
盡
道
豐
年
已
十
分
。

　

衙
・
浜
: 
凜
凜
寒
威
霧
氣
棼
、
國
家
祥
瑞
落
紛
紜
。
須
臾
四
野
唯
分
變
、
頃
刻
千
山
盡
是
雲
。
銀
世
界
上
玉
乾
坤
、
空
中
隱
躍
自

爲
羣
。
此
雪
落
到
三
更
後
、
盡
道
豐
年
已
十
分
。

舒
本
・
清
籟
閣
本
は
五
句
目
を
「
銀
世
界　

玉
乾
坤
」
と
六
字
句
に
す
る
が
、
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
は
四
字
目
に
「
上
」
字
を

挿
入
し
七
字
句
と
す
る
。
舒
本
・
清
籟
閣
本
は
こ
の
六
字
句
を
三
字
・
三
字
に
分
か
ち
間
に
空
格
を
設
け
て
お
り
、
本
衙
蔵
板
本
・
浜

文
庫
本
は
こ
の
空
格
を
脱
字
と
判
断
し
て
一
字
補
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
韻
文
を
七
言
律
詩
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
韻
文
は
詩
で
は
な
く
、「
鷓
鴣
天
」
詞
で
あ
る
。『
醒
世
恒
言
』
巻
三
十
一
に
、
北
風
と
雪
を
描
写
す
る
次
の
「
鷓
鴣
天
」
が

あ
る
。

　

 

凛
冽
嚴
凝
霧
氣
昏
、
空
中
瑞
雪
降
紛
紛
。
須
臾
四
野
難
分
別
、
頃
刻
山
河
不
見
痕
。
銀
世
界
、
玉
乾
坤
、
望
中
隱
隱
接
崑
崙
。
若

還
下
到
三
更
後
、
直
要
塡
平
玉
帝
門）
（1
（

。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
詞
が
『
水
滸
伝
』
第
十
回
、
林
冲
が
富
安
や
陸
謙
ら
を
殺
害
し
て
雪
中
を
逃
げ
る
場
面
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
（
た

だ
し
詞
牌
は
明
記
さ
れ
な
い）

（1
（

）。
つ
ま
り
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
が
「
上
」
を
補
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の

が
、『
封
神
演
義
』
は
三
句
目
で
「
唯
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
、『
醒
世
恒
言
』（
お
よ
び
『
水
滸
伝
』）
で
は
「
難
」
に
作
る
点
で
あ
る
。

「
分
變
」
は
「
分
辨
（
見
分
け
る
）」
の
音
通
で
あ
る
か
ら
、「
須
臾
四
野
難
分
變
（︹
雪
で
︺
た
ち
ま
ち
四
方
は
見
分
け
難
く
な
り
）」
と

す
る
の
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
は
、
織
田
文
庫
所
蔵
の
文
簡
本
（【
表
１
】
の
十
巻
本
Ａ
）
で
は
こ
の
部
分
を
「
难
」
に
作

る
。
あ
る
い
は
舒
本
は
「
难
」
と
作
る
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、
板
刻
に
あ
た
っ
て
「
唯
」
に
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
も
う
一

箇
所
、
八
句
目
の
舒
本
・
清
籟
閣
本
が
「
若
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
、
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
は
同
音
の
「
落
」
に
改
め
て
い
る
が
、

『
醒
世
恒
言
』（
お
よ
び
『
水
滸
伝
』）
の
「
若
還
下
到
三
更
後
」
を
見
れ
ば
、「
落
」
へ
の
修
改
は
不
要
と
分
か
る
。

『
封
神
演
義
』
四
雪
草
堂
系
版
本
三
種
に
つ
い
て

139



韻
文
・
美
文
は
他
の
文
学
作
品
に
典
故
や
類
例
の
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
以
上
の
修
訂
を
行
っ
た
人
物
は
そ
の
よ
う
な
知
識

や
認
識
を
持
た
ず
、
自
身
の
感
覚
で
文
字
の
正
否
を
判
断
し
、
改
変
を
加
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
誰
に
よ
る
も
の
か
を

特
定
し
得
る
証
拠
は
無
い
。
だ
が
、
文
人
で
あ
り
自
ら
小
説
の
編
纂
も
手
が
け
た
褚
人
獲
が
、
こ
れ
ら
の
修
訂
者
で
あ
る
可
能
性
は
低

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
の
関
係

こ
こ
ま
で
の
例
か
ら
も
、
本
衙
蔵
板
本
と
浜
文
庫
本
の
近
似
性
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
両
本
の
間
に
は
一
体
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
ど
ち
ら
か
の
版
本
が
、
ど
ち
ら
か
の
版
本
を
継
承
ま
た
は
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

本
衙
蔵
板
本
と
浜
文
庫
本
に
共
通
す
る
修
訂
と
し
て
大
変
興
味
深
い
の
が
、
舒
本
か
ら
数
文
字
を
減
じ
、
同
数
の
文
字
を
増
加
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

例
８　

第
一
回
（
巻
一
９
ａ
Ｌ
６
~
７
）

　

舒
・
清
:
紂
王
忽
然
猛
省
、
着
奉
御
宣
中
諫
大
夫
費
仲
。
仲
乃
紂
王
之
倖
臣
、
近
因
聞
太
師　

奉
敕
平
北
海
、
︙
︙

　

衙
・
浜
:
紂
王
忽
然
猛
省
、
着
奉
御
宣
中
諫
大
夫
費
仲
、　 

乃
紂
王
之
倖
臣
、
近
因
聞
太
師
仲
奉
敕
平
北
海
、
︙
︙

例
９　

第
三
十
七
回
（
巻
八
21
ａ
Ｌ
２
~
４
）

　

舒
・
清
: 

且
説
、
申
公
豹
被
仙
鶴
銜
去
了
頭
、
不
得
還
體
、
心
内
憔
躁
。　
　
　

過
了
一
時
三
刻
、
血
出
卽
死
、
左
難
右
難
。
且

説
子
牙
懇　

求
仙
翁
、
︙
︙

　

衙
・
浜
: 

且
説
、
申
公
豹　
　
　

銜
去
了
頭
、
不
得
還
體
、
心
内
憔
躁
。
被
仙
鶴
過　

一
時
三
刻
、
血
出
卽
死
、
左
難
右
難
。
且

説
子
牙
懇
了
求
仙
翁
、
︙
︙

例
10　

第
三
十
八
回
（
巻
八
26
ｂ
Ｌ
10
~
27
ａ
Ｌ
１
）

　

舒
・
清
:（
聞
仲
）
正
看
玩
時
、
見
一
童
兒
出
來
。
太
師
問
曰
、「
你
師
父
在
洞
否
。」　 

童
兒
答
曰
、「
家
師
在
裡
面
下
棋
。」

　

衙
・
浜
:（
聞
仲
）
正
看
玩
時
、
見
一
童
兒
出　

。
太
師
問
曰
、「
你
師
父
在
洞
否
。」
此
童
兒
答
曰
、「
家
師
在
裡
面
下
棋
。」

例
８
で
は
「
仲
」
の
位
置
が
変
わ
り
、
例
９
で
は
「
被
仙
鶴
」
と
「
了
」
の
位
置
が
変
わ
り
、
例
10
で
は
「
出
來
」
の
「
來
」
を
削
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除
し
て
「
童
兒
」
の
前
に
「
此
」
を
挿
入
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
修
訂
は
大
半
が
本
衙
蔵
板
本
と
浜
文
庫
本
と
で
共
通
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
文
字
位
置
の
移
動
や
削
除
挿
入
と
い
っ
た
操
作
が
、
本
衙
蔵
板
本
の
一
行
中
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
一
行
二
十
字
の
舒
本
（
お
よ
び
清
籟
閣
本
）
や
、
一
行
二
十
四
字
の
浜
文
庫
本
で
は
、
複
数
行
に
わ
た
る
箇
所
が
、
一

行
二
十
二
字
の
本
衙
蔵
板
本
で
は
同
じ
行
中
に
収
ま
る
。
つ
ま
り
、
本
衙
蔵
板
本
は
修
訂
に
伴
う
経
費
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
行
を
ま

た
ぐ
改
刻
と
な
ら
ぬ
よ
う
修
訂
字
数
を
調
整
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
修
訂
箇
所
に
は
字
様
の
差
異
が
見
ら
れ
な
い

の
で
、
修
訂
を
施
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
板
刻
以
前
、
す
な
わ
ち
版
下
の
作
成
時
か
、
あ
る
い
は
本
衙
蔵
板
本
が
底
本
と
し
た
テ
キ
ス
ト

に
お
い
て
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
浜
文
庫
本
は
、
本
衙
蔵
板
本
（
ま
た
は
本
衙
蔵
板
本
の
底
本
）
を
、
十
一
行
二
十
四
字
の
行
款
に
刻
し
直
し

た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
全
体
的
に
本
衙
蔵
板
本
よ
り
修
正
・
改
変
箇
所
の
多
い
点
も
、
浜
文
庫
本
が
後
出
の
版
本
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

こ
の
字
数
調
整
を
伴
う
修
訂
は
、
結
果
的
に
不
要
な
改
訂
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
理
由
の
不
可
解
な
も
の
が
多
い
。
た
と
え

ば
例
８
の
移
動
さ
れ
た
「
仲
」
字
は
、
舒
本
で
は
紂
王
の
寵
臣
費
仲
を
指
し
、
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
で
は
太
師
聞
仲
を
指
す
。
舒

本
で
「
仲
」
字
が
連
続
し
て
い
る
の
を
衍
字
と
見
な
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
場
面
で
敢
え
て
「
聞
太
師
」
の
名
を
「
仲
」
と

明
示
す
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
費
仲
と
聞
仲
が
同
名
で
あ
る
た
め
に
読
者
の
不
要
な
混
乱
を
招
き
か
ね
ず
、
適
切
な
修
訂
と
は
思
わ

れ
な
い
。
例
10
も
ほ
と
ん
ど
意
義
の
な
い
修
訂
で
あ
る
。
聞
仲
が
四
聖
（
王
魔
・
楊
森
・
高
友
乾
・
李
興
霸
）
を
訪
ね
る
場
面
で
、
本

衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
は
方
向
補
語
「
來
」
を
削
除
し
、「
童
兒
」
に
指
示
詞
「
此
」
を
加
え
る
。
動
詞
「
出
」
一
字
よ
り
も
「
來
」
を

付
加
し
て
二
字
句
と
す
る
方
が
座
り
が
良
い
よ
う
に
思
え
る
し
、
こ
の
場
面
で
登
場
す
る
「
童
兒
」
は
一
人
だ
け
な
の
で
「
此
」
と
特

定
す
る
必
要
も
な
い
。
例
９
に
至
っ
て
は
、
修
改
に
よ
っ
て
文
意
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
姜
子
牙
に
申
公
豹
が
術
比
べ
を
挑
み
、
自
ら

の
首
を
刎
ね
て
み
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
首
を
白
鶴
が
咥
え
て
飛
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
場
面
。
舒
本
で
は
「
さ
て
、
申
公
豹
は
仙
鶴
に
よ
っ

て
首
を
く
わ
え
て
飛
び
去
ら
れ
、
胴
体
に
戻
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
心
中
焦
っ
て
い
た
。
一
時
三
刻
を
過
ぎ
れ
ば
、
血
が
出
て
す

ぐ
に
死
ん
で
し
ま
い
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
一
方
の
姜
子
牙
は
仙
翁
に
懇
願
し
︙
︙
」
と
な
る
が
、
本
衙
蔵
板
本
・
浜
文
庫

本
の
語
順
で
は
「
さ
て
申
公
豹
は
首
を
く
わ
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

去
り
︙
︙
」
と
な
り
支
離
滅
裂
で
あ
る
。
何
か
別
の
修
訂
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
が
誤
っ
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て
反
映
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

浜
文
庫
本
は
、
妥
当
な
修
正
だ
け
で
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
必
要
性
の
低
い
も
の
や
明
ら
か
な
誤
り
ま
で
も
、
ほ
ぼ
全
て
踏
襲
し
て

い
る
。
本
衙
蔵
板
本
か
ら
浜
文
庫
本
へ
と
い
う
継
承
関
係
が
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
た
だ
し
、
浜
文
庫
本
が
本
衙
蔵
板
本
を
完
全

に
は
継
承
し
な
い
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
多
い
の
は
単
純
な
誤
字
だ
が
、
次
の
よ
う
な
意
図
的
と
思
わ
れ
る
修
改
も
あ
る
。

例
11　

第
四
十
五
回
（
巻
九
69
ａ
Ｌ
２
~
３
）

　

舒
・
清
:
果
然
見
兩
個
大
漢
子
、　 

不
撑
船
、　 

只
用
木
筏
、
︙
︙

　
　

衙　

:
果　

見
兩
個
大
漢
子
、　 

不
撑
船
、
然
只
用
木
筏
、
︙
︙

　
　

浜　

:
果　

見
兩
個
大
漢
子
、
也
不
撑
船
、　 

只
用
木
筏
、
︙
︙

右
は
方
弼
・
方
相
兄
弟
が
黄
河
の
渡
し
を
す
る
際
に
、
怪
力
の
巨
漢
と
い
う
特
長
を
生
か
し
、
船
に
棹
さ
す
の
で
な
く
、
綱
を
つ
け

た
筏
を
引
っ
張
る
様
子
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
舒
本
を
訳
せ
ば
、「
果
た
し
て
二
人
の
大
男
を
見
る
に
、
船
に
棹
さ
さ
ず
、
た
だ
木
の

筏
を
用
い
て
︙
︙
」
と
な
る
。
本
衙
蔵
板
本
は
「
果
然
」
を
分
解
し
て
「
然
」
字
を
「
只
用
」
の
前
に
置
く
。「
船
に
棹
さ
さ
ず
、
し
か

4

4

し4

た
だ
木
の
筏
を
用
い
て
︙
︙
」
と
、
筏
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
兄
弟
の
特
異
性
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
浜
文
庫
本
は

「
然
」
を
全
く
削
除
し
、「
不
撑
船
」
の
前
に
「
也
」
を
挿
入
し
、「
船
に
棹
さ
さ
ず
」
の
方
を
強
調
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
文
意
に
大
き

な
差
は
な
い
が
、
微
妙
な
表
現
の
違
い
に
こ
だ
わ
っ
た
、
細
か
な
修
訂
で
あ
る
。
こ
の
部
分
よ
り
、
浜
文
庫
本
は
本
衙
蔵
板
本
だ
け
に

依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

次
の
例
は
、
本
衙
蔵
板
本
だ
け
が
他
本
と
異
な
る
文
字
に
作
る
箇
所
で
あ
る
。

例
12　

第
二
十
六
回
（
巻
六
５
ａ
Ｌ
２
）

　

舒
・
清
・
浜
:
享
皇
宮
血
食
、
朝
暮
如
常
、
何
不
爲
美
。

　
　
　

衙　
　

:
享
自
善
血
食
、
朝
暮
如
常
、
何
不
爲
美
。

妲
己
が
妹
分
の
妖
怪
雉
鶏
精
を
後
宮
に
誘
う
せ
り
ふ
で
あ
る
。
舒
本
ほ
か
は
「
皇
宮
の
な
ま
ぐ
さ
に
朝
晩
と
な
く
恵
ま
れ
る
の
は
、

な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
」
の
意
だ
が
、
本
衙
蔵
板
本
は
「
皇
宮
」
を
字
形
も
音
も
全
く
異
な
る
「
自
善
」
に
改
め
、「
お4

の
ず
と
良
い

4

4

4

4

4

な
ま
ぐ
さ
に
朝
晩
と
な
く
恵
ま
れ
る
の
は
︙
︙
」
と
い
う
文
に
す
る
。
異
同
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
た
だ
、
浜
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文
庫
本
が
本
衙
蔵
板
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
浜
文
庫
本
は
本
衙
蔵
板
本
に
近
く
、
か
つ
後
出
の
テ
キ
ス
ト
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、「
本
衙
蔵
板
本
か
ら
浜
文
庫
本
へ
」

と
い
う
単
純
な
継
承
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
本
衙
蔵
板
本
と
浜
文
庫
本
は
、
共
通
の
祖
本
か
ら
生

ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
本
の
共
通
点
は
そ
の
祖
本
に
由
来
し
、
相
違
点
は
そ
れ
ぞ
れ

の
修
改
に
よ
り
生
じ
た
、
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
本
節
で
挙
げ
た
字
数
調
整
を
伴
う
修
正
の
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
祖
本
は
、
舒
本

と
は
異
な
る
行
款
の
、
未
知
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
浜
文
庫
本
に
見
え
る
「
文
簡
本
化
」
の
傾
向

本
稿
で
対
象
と
し
た
四
雪
草
堂
系
諸
本
の
中
で
最
も
後
出
と
考
え
ら
れ
る
浜
文
庫
本
は
、
紙
幅
削
減
を
意
図
し
た
改
変
や
工
夫
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。
他
本
で
は
挿
入
詩
の
前
に
一
行
を
費
や
し
て
「
詩
曰
」
の
二
字
を
記
す
が
、
浜
文
庫
本
で
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
全
て
削
除

し
て
い
る
（
た
だ
し
、
各
回
の
冒
頭
詩
の
前
に
は
「
詩
曰
」
の
一
行
が
あ
る
）。
ま
た
、
各
回
末
に
あ
る
総
批
・
又
批
を
部
分
的
に
省
略

あ
る
い
は
削
除
す
る
場
合
も
あ
る
。

例
13　

第
六
回
又
批
（
巻
二
14
ａ
Ｌ
５
~
９
）

　

舒
・
清
: 

致
紂
王
有
炮
烙
諫
臣
之
名
、
逐
節
生
出
事
來
、
把
商
家
一
箇
天
下
送
了
。
究
其
始
、
皆
此
老
不
寧
耐
多
事
起
。
心
經
罣

所
以
欲
觀
自
在
、
故
煩
惱
恐
怖
罣
礙
、
色
相
倶
忘
。
眞
是
養
心
妙
諦
。

　
　

衙　

:
致
紂
王
有
炮
烙
諫
臣
之
名
、
逐
節
生
出
事
來　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
究
其
始
、
皆
此
老
不
寧
耐
多
事
之
所
致
也
。

　
　

浜　

:（
又
批
全
文
な
し
）

回
末
批
評
の
削
減
は
本
衙
蔵
板
本
に
も
見
ら
れ
る
が
、
浜
文
庫
本
の
方
が
よ
り
多
く
の
批
評
を
削
っ
て
い
る
。
特
に
各
巻
の
末
尾
に

あ
る
回
で
は
批
評
削
減
の
傾
向
が
強
く
、
例
13
の
あ
る
第
六
回
も
浜
文
庫
本
で
は
巻
一
の
最
終
収
録
回
で
あ
る
。

甚
だ
し
く
は
、
本
文
中
の
挿
入
詩
を
削
除
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

例
14　

第
一
回
（
巻
一
８
ａ
Ｌ
２
~
８
）

　

舒
・
清
・
衙
: 

白
光
之
上
懸
出
一
首
幡
、
︙
︙
名
曰
招
妖
幡
。
怎
見
得
、
不
一
時
、
悲
風
颯
颯
、
慘
霧
迷
漫
、
陰
雲
四
合
。
但
見
、

『
封
神
演
義
』
四
雪
草
堂
系
版
本
三
種
に
つ
い
て

143



有
詩
爲
證
。
詩
曰
、「
善
聚
亭
前
草
、
能
開
水
上
萍
。
揭
簾
眞
有
義
、
滅
燭
太
無
情
。
隔
院
聞
鍾
響
、
高
樓
送
鼓

聲
。
只
知
千
樹
吼
、
不
見
半
分
形
。」
風
過
數
陣
、
天
下
群
妖
倶
到
行
宮
、
︙
︙

　
　
　

浜　
　

: 

白
光
之
上
懸
出
一
首
幡
、
︙
︙
名
曰
招
妖
幡
、 　
　
　
　
不
一
時
、
悲
風
颯
颯
、
慘
霧
迷
漫
、
陰
雲
四
合
。　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

風
過
數
陣
、
天
下
群
妖
倶
到
行
宮
、
︙
︙

例
15　

第
四
十
七
回
（
巻
十
28
ｂ
Ｌ
３
~
10
）

　

舒
・
清
・
衙
: （
趙
）
公
明
大
叫
曰
、「
今
日
你
既
無
情
、
我
與
你
月
缺
難
圓
。」
這
道
人
、
詩
曰
、「
跨
虎
臨
鋒
胆
氣
雄
、
圓
睜
怪

目
吐
長
虹
。
神
鞭
閃
灼
遊
龍
尾
、
黑
虎
飛
騰
起
旋
風
。
借
來
蛟
剪
稱
無
價
、
要
奪
奇
珠
立
大
功
。
造
化
不
如
周
主

福
、
千
年
道
行
一
場
空
。」
話
説
、
燃
燈
道
人
見
公
明
縱
虎
沖
來
、
︙
︙

　
　
　

浜　
　

:（
趙
）
公
明
大
叫
曰
、「
今
日
你
既
無
情
、
我
與
你
月
缺
難
圓
。」 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

燃
燈
道
人
見
公
明
縱
虎
沖
來
、
︙
︙

例
14
は
女
媧
が
招
妖
幡
で
種
々
の
妖
怪
を
呼
び
出
し
た
場
面
で
あ
る
。
浜
文
庫
本
は
、
情
景
描
写
を
導
く
「
怎
見
得
」
と
「
但
見
」

以
下
の
詩
を
削
除
す
る
。
ま
た
、
例
15
は
截
教
の
趙
公
明
と
闡
教
の
燃
灯
道
人
の
対
決
場
面
で
、「
這
道
人
」
以
下
の
削
除
さ
れ
た
部
分

は
趙
公
明
の
外
見
や
武
器
等
の
描
写
で
あ
る
。

確
か
に
こ
れ
ら
の
詩
や
回
末
批
評
な
ど
が
無
く
と
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
う
上
で
全
く
支
障
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
削
減
傾
向
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
、
浜
文
庫
本
の
本
文
修
訂
方
針
が
文
簡
本
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
実
際
に
、
例
15
の
削
除
箇

所
は
織
田
文
庫
所
蔵
文
簡
本
の
刪
節
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
浜
文
庫
本
は
文
簡
本
も
参
照
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性

も
皆
無
で
は
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
例
が
な
く
確
証
は
得
ら
れ
な
い
（
な
お
例
14
の
部
分
は
織
田
文
庫
蔵
本
に
お
い
て
一
切
刪

節
さ
れ
て
い
な
い
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
浜
文
庫
本
が
部
分
的
で
あ
れ
文
簡
本
と
軌
を
一
に
す
る
刪
節
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
該
本
の

刊
行
時
点
に
お
い
て
、
白
話
小
説
の
読
ま
れ
方
が
舒
本
と
は
異
な
り
始
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

清
代
初
期
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
挿
入
詩
詞
や
批
評
な
ど
の
需
要
が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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浜
文
庫
本
は
文
繁
本
か
ら
文
簡
本
が
生
ま
れ
る
過
程
を
窺
わ
せ
る
点
で
重
要
な
テ
キ
ス
ト
と
言
え
よ
う
。

四　

小
結

本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
四
雪
草
堂
本
」
と
呼
ば
れ
る
版
本
群
の
う
ち
、
比
較
的
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
清
籟
閣
本
・
本
衙
蔵
板
本
・

浜
文
庫
本
の
三
種
に
つ
い
て
、
各
本
の
修
訂
態
度
や
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
示
す
例
を
挙
げ
た
。

第
一
章
の
は
じ
め
で
述
べ
た
と
お
り
、
舒
本
と
の
異
同
は
、
清
籟
閣
本
、
本
衙
蔵
板
本
、
浜
文
庫
本
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
く
。
だ

が
、
舒
本
↓
清
籟
閣
本
↓
本
衙
蔵
板
本
↓
浜
文
庫
本
と
い
う
単
純
な
継
承
関
係
は
存
在
し
な
い
。
様
々
な
例
で
示
し
た
と
お
り
、
本
衙

蔵
板
本
と
浜
文
庫
本
は
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
舒
本
と
は
別
の
テ
キ
ス
ト
を
共
通
の
祖
本
に
持
つ
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
浜
文
庫
本

が
よ
り
多
く
の
改
訂
を
施
し
、
ま
た
挿
入
詩
や
批
評
の
節
略
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
層
後
出
の
版
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。
難
し
い
の
が
清
籟
閣
本
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
外
見
上
舒
本
と
酷
似
す
る
た
め
、
古
い
版
本
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
衙

蔵
板
本
・
浜
文
庫
本
と
同
じ
修
訂
を
施
し
て
い
る
箇
所
は
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
（
も
し
く
は
そ
の
祖
本
）
を
参
照
し
た
可
能
性
も
考

え
得
る
。
た
と
え
ば
清
籟
閣
本
で
墨
格
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
別
字
に
作
る
何
ら
か
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
か
ら
こ
そ
、
修
訂
の

必
要
を
認
識
し
改
刻
し
よ
う
と
し
た
痕
跡
で
は
な
い
か
。
舒
本
と
ほ
ぼ
同
じ
版
面
を
持
ち
な
が
ら
、
李
雲
翔
序
を
載
せ
ず
、
本
衙
蔵
板

本
と
同
じ
褚
人
獲
序
と
周
之
標
原
序
を
掲
載
し
て
い
る
の
も
、
こ
れ
ら
の
序
文
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
清
籟

閣
本
は
舒
本
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
単
な
る
舒
本
の
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
刊
刻
時
期
も
必
ず
し
も
古
い
と
は
限
ら
な
い
。
扱
い
に
留
意

す
べ
き
版
本
で
あ
る
。

本
稿
で
検
討
し
た
の
は
『
封
神
演
義
』
全
体
の
半
分
に
過
ぎ
な
い
。
第
五
十
一
回
以
降
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検
証
を
行
い
た
い
。

注

（
1
）  

た
だ
し
、
該
本
の
徐
朔
方
「
前
言
」
に
よ
れ
ば
、
舒
本
の
欠
葉
部
分
は
「
学
庫
山
房
本
」
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
い
う
。
該
本
は
九
州
大

『
封
神
演
義
』
四
雪
草
堂
系
版
本
三
種
に
つ
い
て

145



学
附
属
図
書
館
に
蔵
す
る
。

（
2
）  

二
階
堂
善
弘
監
訳
、
山
下
一
夫
・
中
塚
亮
・
二
ノ
宮
聡
訳
『
全
訳
封
神
演
義
』
一
~
四
、
勉
誠
出
版
。

（
3
）  
孫
楷
第
『
日
本
東
京
所
見
小
説
書
目
提
要
』（
国
立
北
平
図
書
館
、
一
九
三
二
年
。
本
稿
で
は
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
（
他
二
種
）』
中

華
書
局
、
二
〇
一
二
年
版
に
依
拠
）
の
『
封
神
演
義
』
条
に
「
余
所
見
明
末
清
初
刊
之
周
之
標
序
本
及
通
行
之
四
雪
草
堂
訂
正
本
」
と
あ

る
の
が
お
そ
ら
く
最
も
早
い
例
。
同
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』（
国
立
北
平
図
書
館
、
一
九
三
三
年
。
本
稿
で
は
上
掲
『
中
国
通
俗
小
説
書

目
（
他
二
種
）』
に
依
拠
）
に
も
「
四
雪
草
堂
訂
正
本
封
神
演
義
一
百
回
」
と
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
が
流
布
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）  

于
盛
庭
「
褚
人
獲
的
生
平
及
《
隋
唐
演
義
》
自
序
問
題
」（『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
八
八
年
四
期
）
に
よ
る
。

（
5
）  

尾
崎
勤
「『
封
神
演
義
』
第
九
十
九
回
の
問
題
」、『
汲
古
』
第
六
十
五
号
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
六
月
。

（
6
）  

「
出
版
説
明
」
に
「
本
書
通
行
的
傳
本
頗
多
︐
其
中
清
初
的
四
雪
草
堂
刊
本
比
較
完
善
一
些
。
︙
︙
這
次
印
行
︐
存
在
日
本
的
明
刊
本
旣

不
可
得
︐
我
們
基
本
上
採
用
了
四
雪
草
堂
本
做
底
本
︐
並
參
考
了
廣
百
宋
齋
石
印
本
、
蔚
文
堂
本
、
德
聚
堂
本
等
加
以
釐
校
」
と
あ
る
。

（
7
）  

『
全
訳
封
神
演
義
』
完
結
記
念
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
八
日
、
於
八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
本
店
）
に
お
い
て
配
布

さ
れ
た
資
料
の
一
部
。
勉
誠
出
版
『
完
訳
封
神
演
義
』
四
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（https://bensei.jp/index.php?m

ain_page=product_book_

info&
products_id=100846

）
に
、「︻
封
神
榜
比
較
一
覧
︼
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
配
布
資
料
再
編
版
」
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）  

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館G

allica

（https://gallica.bnf.fr/

）
に
公
開
さ
れ
る
書
影
を
使
用
し
た
。

（
9
）  

早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
は
封
面
や
序
文
を
含
む
第
一
冊
を
欠
く
が
、
瀧
澤
俊
亮
「
封
神
伝
と
民
族
の
伝
統
」（『
中
国
の
思
想
と

民
族
』
所
収
、
校
倉
書
房
、
一
九
六
五
年
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
周
之
標
序
を
「
原
序
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

た
だ
し
封
面
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

（
10
）  

ハ
ー
バ
ー
ド
図
書
館H

O
LLIS

（https://library.harvard.edu/
）
に
公
開
さ
れ
る
書
影
を
使
用
し
た
。

（
11
）  

書
影
Ｕ
Ｒ
Ｌ
:https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9006320z

（
12
）  

鄭
炳
純
「
古
書
封
面
的
演
変
与
“
本
衙
蔵
板
”
問
題
」（『
社
会
科
学
戦
線
』、
吉
林
省
社
会
科
学
院
、
一
九
八
七
年
二
期
）、
周
紹
良
「
談

“
本
衙
蔵
板
”」（『
細
説
紅
楼
』、
北
京
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
所
収
。
初
出
は
『
書
品
』
二
〇
〇
四
年
第
一
期
）、
沈
津
「
説
「
本
衙
蔵
板
」」

（
淡
江
大
学
中
文
系
、
淡
江
大
学
漢
語
文
化
曁
文
献
資
源
研
究
所
主
編
『
昌
彼
得
教
授
八
秩
晋
五
寿
慶
論
文
集
』、
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
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〇
五
年
）
参
照
。

（
13
）  

『
隋
唐
演
義
』
林
瀚
「
原
序
」
は
、『
隋
唐
演
義
』
の
種
本
と
な
っ
た
『
隋
唐
両
朝
史
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
だ
が
、

「
時
正
德
戊
辰
仲
春
花
朝
後
五
日
」
の
紀
日
を
欠
く
。『
隋
唐
両
朝
史
伝
』
は
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
万
暦
己
未
（
四
十
七
年
、
一
六

一
九
）
龔
紹
山
刊
本
が
存
す
る
。
そ
の
刊
記
に
お
い
て
龔
紹
山
は
「
繼
此
以
後
、
則
有
『
殘
唐
五
代
志
傳
』
詳
而
載
焉
」
と
述
べ
て
お
り
、

こ
の
『
残
唐
五
代
史
演
義
伝
』
に
は
周
之
標
の
序
文
が
あ
る
（
拙
稿
「『
封
神
演
義
』
周
之
標
序
の
検
討
」、『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
八

号
、
京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
参
照
）。『
封
神
演
義
』
の
問
題
を
解
決
し
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
周
之
標
と

褚
人
獲
の
接
点
と
し
て
、
龔
紹
山
と
い
う
書
坊
主
の
存
在
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（
14
）  

『
全
漢
志
伝
』
は
『
皇
明
英
武
伝
』
の
「
起
蹌
」
を
「
趍
鏘
」、「
朱
簾
」
を
「
珠
簾
」
に
作
り
、「
麝
」
字
を
脱
す
る
。

（
15
）  

『
皇
明
英
武
伝
』
は
万
暦
十
九
年
楊
明
峰
刊
本
が
内
閣
文
庫
に
存
し
、
ま
た
『
皇
明
英
烈
伝
』
と
題
す
る
ほ
ぼ
同
内
容
の
明
刊
本
（
刊
年

不
詳
）
が
中
国
国
家
図
書
館
、
内
閣
文
庫
等
に
蔵
さ
れ
る
。
引
用
は
『
古
本
小
説
集
成
』
第
四
輯
所
収
の
影
印
（『
皇
明
開
運
英
武
伝
』、

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に
拠
っ
た
。
嘉
靖
年
間
の
権
臣
郭
勛
の
作
と
い
う
伝
承
が
伝
わ
る
（『
万
暦
野
獲
編
』
巻
五
「
武
定
侯

進
公
」
条
に
「
自
撰
開
國
通
俗
紀
傳
、
名
『
英
烈
傳
』
者
」
と
あ
る
）。『
全
漢
志
伝
』
は
『
全
相
平
話
全
漢
書
続
集
』
お
よ
び
未
発
見
の

「
正
集
（
あ
る
い
は
前
集
・
後
集
）」
の
後
継
と
考
え
ら
れ
る
作
品
で
、
万
暦
十
六
年
余
世
騰
刊
本
が
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
存
す
る
。
大

塚
秀
高
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
三
十
年
代
初
め
に
熊
大
木
が
原
著
を
編
纂
し
、
こ
れ
を
楊
氏
清
江
堂
が
刊
行
。
万
暦
十
六
年
に
余
氏

が
全
相
本
と
し
て
刊
行
し
、
そ
の
後
余
世
騰
が
巻
四
を
含
む
幾
許
か
の
部
分
を
増
補
編
纂
し
て
合
刊
。
万
暦
十
六
~
四
十
年
の
間
に
楊
氏

清
白
堂
が
版
木
ま
た
は
版
権
を
得
て
刊
刻
し
た
と
い
う
。
大
塚
秀
高
『
講
史
章
回
小
説
の
出
版
と
改
変
―
『
列
国
志
』
を
め
ぐ
っ
て
―
』

（『
中
国
古
典
小
説
研
究
動
態
』
第
三
号
、「
中
国
古
典
小
説
研
究
動
態
」
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）
参
照
。

（
16
）  

『
皇
明
英
武
伝
』
と
『
全
漢
志
伝
』
は
い
ず
れ
も
福
建
で
刊
行
さ
れ
た
上
図
下
文
本
で
あ
る
。
無
窮
会
織
田
文
庫
所
蔵
の
『
封
神
演
義
』

文
簡
本
も
上
図
下
文
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
本
文
が
舒
本
に
近
い
こ
と
か
ら
、『
封
神
演
義
』
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
な
版
本
で
あ

る
（
前
掲
尾
崎
氏
「『
封
神
演
義
』
の
簡
本
に
つ
い
て
」、
お
よ
び
拙
稿
「
徳
聚
堂
刊
文
簡
本
『
封
神
演
義
』
に
つ
い
て
」、『
中
国
文
学
論

集
』
第
四
十
六
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
七
年
参
照
）。
こ
れ
ら
の
上
図
下
文
と
い
う
共
通
点
は
非
常
に
興
味
深
い
。

（
17
）  

『
古
本
小
説
集
成
』
第
四
輯
所
収
の
明
葉
敬
池
刊
本
（『
醒
世
恒
言
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
を
使
用
し
た
。
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（
18
）  

『
水
滸
伝
』
第
十
回
は
「
凜
凜
嚴
凝
霧
氣
昏
、
空
中
祥
瑞
降
紛
紛
。
須
臾
四
野
難
分
路
、
頃
刻
山
河
不
見
痕
。
銀
世
界
、
玉
乾
坤
、
望
中

隱
隱
接
崑
崙
。
若
還
下
到
三
更
後
、
彷
彿
塡
平
玉
帝
門
」（
傍
線
部
が
『
醒
世
恒
言
』
と
異
同
の
あ
る
文
字
）。『
古
本
小
説
集
成
』
第
二
輯

所
収
の
容
与
堂
本
（『
李
卓
吾
批
評
忠
義
水
滸
伝
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
を
利
用
し
た
。

︹ 

附
記
︺
本
論
の
脱
稿
後
、
中
塚
亮
氏
よ
り
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
十
九
巻
本
①
は
、
本
稿
で
使
用
し
た
浜
文
庫
本
と
異
な
り
、
第
五
十
一
回
以
降

も
版
心
下
段
に
「
四
雪
草
堂
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
や
は
り
浜
文
庫
本
の
第
五
十
一
回
以
降
は
異
版
と
考
え
ら
れ
る
。

ご
教
示
下
さ
っ
た
中
塚
氏
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
論
文
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
１
９
Ｋ
２
０
８
０
７
「『
封
神
演
義
』
版
本
研
究
―
主
要
版
本
に
お
け
る
本
文
の
継
承
関
係
と
出
版
背
景

の
考
察
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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